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先月の振り返り: 4月のドル円相場は121円半ば～131円前半で推移。日米金利差を意識した円安ドル

高が続く中、黒田総裁の発言を市場は円安容認と受け止めドル円は約20年ぶりに126円台に到達。そ

の後は連日円安けん制発言が聞かれるものの、欧州経済の先行き不透明感や日本の貿易収支悪化が

ドル買いに拍車をかけ20日には129円40銭となった。ただ日米協調介入議論に対する警戒感が高まっ

たことや、中国国内で再び新型コロナウイルス感染拡大に伴うロックダウン長期化を懸念した株安

の流れを受けてリスク回避の動きが広がり126円台となる場面もあったが、日銀が大規模な金融政策

を維持したことで円売りが加速し131円25銭まで円安ドル高が進行した。
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　小売売上高

　新築住宅販売件数

　米ＧＤＰ改定値

今後の展開: ドル円は約20年ぶりに131円台となり、一部で行き過ぎた円安との見方

も台頭しているが、日米金利差を背景とした円売りドル買いや日本の貿易赤字拡大懸

念による円売り、ロシア経済制裁の影響を受けている欧州通貨売りなど、ファンダメ

ンタルズ的には円売りドル買いを阻止する材料は見当たらず、基本的にはこの流れが

継続していくだろう。ただウクライナ問題や中国国内でのコロナ感染拡大による景気

減速懸念がリスク回避の株売りドル売りの動きとなることも考えられるため、短期的

な動きに注意を払いつつポジションを構築していきたい。
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